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イスラエル・イラン紛争は原油価格を押し上げ
―　ホルムズ海峡封鎖に飛び火すれば140ドルに急騰、わが国ＧＤＰを３％下押しも　―

【ご照会先】調査部 研究員 栂野裕貴（togano.yuki@jri.co.jp , 070-3344-2620）
本資料は、情報提供を目的に作成されたものであり、何らかの取引を誘引することを目的としたものではありません。本資料は、作成日時点で弊社が一般に信頼出来ると思われる資料に基づいて作成されたものですが、

情報の正確性・完全性を保証するものではありません。また、情報の内容は、経済情勢等の変化により変更されることがあります。本資料の情報に基づき起因してご閲覧者様及び第三者に損害が発生したとしても執筆

者、執筆にあたっての取材先及び弊社は一切責任を負わないものとします。

（１）中東では、イスラエルとイランの紛争が激化。今月13日にイスラエルがイランの核施設などを攻
撃したことに対して、イランは報復攻撃を実施。その後、イスラエルがイランのエネルギー関連
施設や国営放送局を攻撃するなど、報復の応酬が続く状況（図表１）。

（２）こうした軍事衝突は、中東からの原油供給を下押しすることで、価格を押し上げる公算大。世界
の石油需給バランスと価格の関係を踏まえると、イランの原油輸出量（日量170万バレル弱）が
ゼロになる場合、価格は＋８％（現行水準対比＋６ドル/バレル）上昇する計算に（図表２左）。

（３）今後、両国の間で停戦協議が進むか否かは依然として不透明な情勢。仮に、戦闘が一段とエスカ
レートし、イランが世界の石油輸送の要衝であるホルムズ海峡を封鎖する事態に至れば、価格は
140ドル程度（現行水準対比＋70ドル/バレル）まで急騰するリスク（図表２右）。

（４）中東情勢の緊迫化は、わが国経済にも影響。わが国はイランから原油を輸入しておらず、同国の
原油輸出が途絶した場合に受けるマイナス影響は限定的（図表３）。もっとも、アラブ首長国連
邦（ＵＡＥ）やサウジアラビアなど他の中東諸国からの原油輸入には強く依存。そのため、ホル
ムズ海峡が封鎖され、中東からのエネルギー調達に支障が生じた場合に被る悪影響は甚大となる
見通し。試算によると、中東からの化石燃料輸入がすべて途絶するリスクシナリオでは、電気・
ガス業や製造業を中心に減産圧力が高まり、ＧＤＰが３％弱下押しされる可能性も（図表４）。
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（図表４）中東からの化石燃料輸入途絶が

わが国ＧＤＰに及ぼす影響（産業別）

（資料）佐野・長町［2022］「供給ショックの生産・雇用への波及に関する

分析フレームワークの提案」RIETI Policy Discussion Paper 

Series 22-P-008、総務省、財務省を基に日本総研作成

（注）佐野・長町［2022］の方法論に基づく産業連関分析（前方連関

分析）の結果を図示。化石燃料は、原油・天然ガス・石炭。
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（図表３）わが国原油輸入の中東依存度

（資料）資源エネルギー庁「エネルギー白書」を基に日本総研作成
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（図表２）イランの原油輸出量と

ホルムズ海峡を通過する石油の量

（資料）Bloomberg L.P.、EIAを基に日本総研作成

（注）イランの原油輸出量は25年5月、ホルムズ海峡通過量は23年。

原油価格の上昇率は、世界の石油需給バランスと原油価格（前期

比）の弾性値から推計（推計期間は2010年Q1～25年Q1）。
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（図表１）イスラエル・イラン紛争の経緯

（資料）各種報道を基に日本総研作成

ホルムズ海峡

②弾道ミサイル等で報復

③国営放送局等を攻撃

①核施設や軍事施設を空爆


